
は
じ
め
に

石
川
達
三

(

一
九
〇
五
〜
一
九
八
五)

は
、｢

蒼
氓

(

１)｣

で
第
一
回
芥
川
賞

を
受
賞
し
た
こ
と
、
日
中
戦
争
下
に

｢
生
き
て
ゐ
る
兵
隊

(

２)｣

を
書
い
て
筆
禍

を
被
っ
た
こ
と
、
戦
後
に
は
新
聞
小
説
の
書
き
手
と
し
て
活
躍
し
た
こ
と
な

ど
で
知
ら
れ
て
い
る
作
家
で
あ
る
。
一
九
三
〇
年
頃
の
ブ
ラ
ジ
ル
移
民
を
題

材
と
し
た

｢

蒼
氓｣

や
、
横
浜
事
件
を
題
材
と
し
た

｢
風
に
そ
よ
ぐ
葦

(

３)｣

、

佐
教
組
事
件
を
題
材
と
し
た

｢

人
間
の
壁

(

４)｣

な
ど
、
社
会
問
題
に
焦
点
を
当

て
た
小
説
を
多
く
書
い
た
。
一
九
六
九
年
に
は

｢

社
会
派
文
学
へ
の
積
年
の

努
力｣

が
評
価
さ
れ
、
菊
池
寛
賞
を
受
賞
し
て
い
る

(

５)

。
石
川
は
一
九
六
〇
年

代
か
ら

｢

社
会
派
作
家｣

と
い
う
枠
組
み
で
捉
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、

今
日
で
は
、｢

社
会
派
作
家｣

と
い
う
言
葉
は
石
川
の
代
名
詞
と
し
て
す
っ

か
り
定
着
し
て
い
る
。

ま
た
、
近
年
石
川
に
つ
い
て
書
か
れ
た
文
章
の
中
に
お
い
て

｢

社
会
派
作

家｣

と
い
う
言
葉
は
、
社
会
、
と
り
わ
け
そ
の
中
の
権
力
者
に
対
し
て
抵
抗

や
抗
議
を
お
こ
な
っ
た
作
家
、
と
い
う
石
川
へ
の
イ
メ
ー
ジ
と
結
び
付
け
て

用
い
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
。

た
と
え
ば
川
上
勉
は
、
石
川
の
作
品
が

｢

現
実
生
活
の
な
か
に
隠
れ
て
い

る
真
実
を
描
き
出
す
こ
と｣

、｢

社
会
の
諸
悪
に
対
し
て
の
抗
議
の
意
志
を
表

明
す
る
こ
と｣

、｢

為
政
者
の
抑
圧
に
対
し
て
国
民
を
擁
護
す
る
立
場
を
打
ち

出
す
こ
と｣

と
い
っ
た
特
色
を
有
し
て
い
る
こ
と
が
、｢

石
川
達
三
が
社
会

派
作
家
と
呼
ば
れ
る
所
以｣

で
あ
る
と
論
じ
て
い
る

(

６)

。
ま
た
、
呉
恵
升
は
、

川
上
の

｢

五
〇
年
を
超
え
る
長
年
の
文
筆
活
動
を
通
じ
て
、(

中
略)

社
会

や
政
治
に
対
す
る
抗
議
と
怒
り
の
意
志
を
表
明
し
、
首
尾
一
貫
し
た
主
張
を

貫
き
通
し
た｣

と
い
う
石
川
へ
の
認
識
や

(

７)

、
石
川
が
死
去
し
た
際
の
新
聞
記

事
の

｢

石
川
達
三
さ
ん
は
、
現
代
社
会
の
不
正
、
腐
敗
、
不
公
平
に
対
し
て
、

庶
民
の
立
場
か
ら
一
貫
し
て
文
学
の
場
で
戦
っ
て
き
た｣

と
い
う
言
葉
な
ど

を
引
用
し

(

８)

、｢

現
代
で
は

｢

抵
抗
作
家｣

｢

社
会
派
作
家｣

な
ど
石
川
達
三
へ

の
肯
定
的
な
評
価
が
主
流
を
占
め
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る｣

と
ま
と
め
て
い

る

(

９)

。し
か
し
、
呉
は
こ
の
よ
う
な

｢

社
会
派
作
家｣

、｢

抵
抗
作
家｣

と
い
う
石

川
へ
の
評
価
に
懐
疑
を
示
す
。
呉
は
そ
の
研
究
で
、
今
日
の
読
者
や
研
究
者

に
ほ
と
ん
ど
忘
れ
去
ら
れ
て
い
た
石
川
の
戦
時
中
の
作
品
、
活
動
の
存
在
を

指
摘
し
、
石
川
が
積
極
的
に
戦
争
協
力
を
行
っ
て
い
た
側
面
を
明
ら
か
に
し

た
う
え
で
、
次
の
よ
う
に
論
じ
て
い
る

(

�)

。

石
川
達
三
は
日
本
の
中
国
侵
略
が
本
格
化
し
た
日
中
戦
争
以
降
、
多
少
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の
戸
惑
い
も
あ
っ
た
が
、
全
体
的
に
は

｢

戦
争｣

を
推
し
進
め
る
日
本

政
府
や
軍
部
と
同
調
す
る
よ
う
な
考
え
を
も
っ
て
お
り
、(

中
略)

戦

時
下
に
お
い
て
、｢

抵
抗｣

や

｢

社
会
へ
の
抗
議｣

を
行
っ
て
い
た
作

家
で
あ
っ
た
と
い
う
評
価
は
決
し
て
で
き
な
い
の
で
は
な
い
か
、(

中

略)

石
川
達
三
＝
社
会
派
作
家
・
抵
抗
作
家
と
い
う
評
価
の
定
着
傾
向

は
、
こ
れ
ま
で
見
て
き
た
よ
う
な
戦
時
下
に
お
け
る
石
川
達
三
の

｢

戦

争
協
力｣

の
文
章
を
読
ま
ず
に
行
わ
れ
た
、
と
し
か
考
え
ら
れ
な
い
。

右
の
よ
う
に
呉
は
、
戦
時
中
の
石
川
が
積
極
的
に
国
策
宣
伝
に
加
担
し
て

い
た
側
面
が
顧
み
ら
れ
な
い
ま
ま
、
石
川
達
三
＝

｢

社
会
派
作
家｣

、｢

抵
抗

作
家｣

と
い
う
評
価
が
今
日
定
着
し
て
い
る
こ
と
を
批
判
し
て
い
る
。

今
ま
で
忘
却
さ
れ
て
い
た
石
川
の
作
品
や
言
説
を
踏
ま
え
て
、
改
め
て
石

川
を
評
価
す
る
と
い
う
作
業
は
必
要
で
あ
ろ
う
。
同
時
に
、
な
ぜ
そ
れ
ら
の

作
品
や
言
説
が
忘
れ
去
ら
れ
た
ま
ま
、
今
日
の
石
川
に
対
す
る
評
価
が
形
成

さ
れ
て
き
た
の
か
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
が
、
こ
の
点
は
未
だ
十
分
に
は

検
討
さ
れ
て
い
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

本
稿
で
は
、
積
極
的
に
戦
争
協
力
に
加
担
し
て
い
た
側
面
が
顧
み
ら
れ
ぬ

ま
ま
、
石
川
＝

｢

社
会
派
作
家｣

と
い
う
評
価
が
確
立
さ
れ
て
き
た
要
因
に

つ
い
て
、
石
川
の
生
前
に
編
ま
れ
た
三
つ
の
作
品
集
に
着
目
し
て
検
討
す
る
。

一
、
三
つ
の
作
品
集

石
川
の
生
前
に
は
、
以
下
に
挙
げ
る
三
つ
の
大
規
模
な
作
品
集
が
編
ま
れ

て
い
る
。

・『

石
川
達
三
選
集』

全
一
四
巻

(

四
、
一
二
巻
未
刊)

八
雲
書
店

(

一
九

四
七
〜
一
九
四
九)

・『

石
川
達
三
作
品
集』

全
一
二
巻

新
潮
社

(

一
九
五
八)

・『

石
川
達
三
作
品
集』

全
二
五
巻

新
潮
社

(

一
九
七
二
〜
一
九
七
四)

そ
れ
ぞ
れ
の
作
品
集
に
収
め
ら
れ
て
い
る
作
品
は
異
な
っ
て
お
り
、
八
雲

書
店
版
に
は
収
め
ら
れ
て
い
る
が
、
新
潮
社
版
に
は
収
め
ら
れ
て
い
な
い
作

品
や
、
逆
に
新
潮
社
版
に
は
収
め
ら
れ
て
い
る
が
、
八
雲
書
店
版
に
は
収
め

ら
れ
て
い
な
い
作
品
も
あ
る
。
一
方
で
、
一
九
五
八
年
新
潮
社
版

『

石
川
達

三
作
品
集』

か
ら
一
九
七
二
年
新
潮
社
版

『

石
川
達
三
作
品
集』

に
か
け
て

は
、
収
録
作
品
数
は
増
加
す
る
の
み
で
、
削
ら
れ
た
作
品
は
確
認
で
き
な
い
。

ま
た
、
い
ず
れ
の
作
品
集
に
も
収
め
ら
れ
て
い
な
い
作
品
も
存
在
す
る
。

こ
れ
ら
の
作
品
集
は
三
つ
と
も
石
川
の
生
前
に
編
ま
れ
た
も
の
で
あ
り
、

編
集
者
も
し
く
は
石
川
自
身
の
意
図
の
も
と
、
収
録
作
品
が
取
捨
選
択
さ
れ

て
い
る
と
考
え
る
の
が
自
然
で
あ
る
。
石
川
の
作
品
が
網
羅
さ
れ
た
全
集
が

存
在
せ
ず
、
収
録
作
品
が
恣
意
的
に
取
捨
選
択
さ
れ
た
作
品
集
し
か
存
在
し

な
い
と
い
う
こ
と
は
、
石
川
の
戦
争
協
力
的
な
作
品
や
言
説
の
忘
却
を
促
進

し
た
要
因
の
一
つ
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。

以
下
で
は
、
三
つ
の
作
品
集
へ
の
作
品
の
収
録
状
況
を
確
認
し
、
作
品
集

の
刊
行
が
石
川
に
対
す
る
評
価
の
形
成
に
ど
の
よ
う
に
影
響
を
与
え
た
の
か

を
考
察
す
る
。
ま
た
、
本
稿
で
は
石
川
の
発
表
す
る
小
説
の
内
容
が
軒
並
み

戦
時
色
の
濃
い
も
の
と
な
る
太
平
洋
戦
争
開
戦
以
降
、
終
戦
ま
で
に
発
表
さ

れ
た
小
説
に
絞
っ
て
検
討
を
行
う
。

呉
の
作
成
し
た
作
品
リ
ス
ト
に
よ
る
と

(

�)

、
太
平
洋
戦
争
が
開
戦
し
た
一
九

四
一
年
一
二
月
以
降
、
終
戦
ま
で
石
川
が
発
表
し
た
小
説
は
以
下
の
十
一
作
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品
で
あ
る

(

�)

。『

新
・
石
川
達
三
論』

に
収
録
さ
れ
た
、
久
保
田
正
文
作
成
の

｢
石
川
達
三
年
譜｣

に
未
記
載
の
も
の
は
ゴ
シ
ッ
ク
体
で
表
し
た

(

�)

。

一
九
四
一
年
一
二
月
〜
一
九
四
二
年

発
表
な
し

一
九
四
三
年

・｢

誰
の
戦
争
か｣

『
辻
小
説
集

(

�)』

八
紘
社
杉
山
書
店

八
月

・｢

大
い
な
る
朝｣

『

週
刊
少
国
民』

八
月
八
日
〜
九
月
二
六
日

・｢

日
常
の
戦
ひ｣

『

毎
日
新
聞』

八
月
三
一
日
〜
翌
年
一
月
一
二
日

・｢

帰
れ
故
里
へ

交
換
船
を
迎
へ
て｣

『

週
刊
朝
日』

一
一
月
二
一
日

一
九
四
四
年

・｢

空
襲
奇
談｣

『

文
学
報
国』

一
〇
月
二
〇
日

・｢

備
へ
あ
れ
ど
憂
ひ
あ
り｣

『

週
刊
朝
日』
一
一
月
二
六
日

・｢

慈
善
と
慈
悪

煙
は
煙
に
非
ず｣

『

週
刊
朝
日』
一
二
月
三
一
日

一
九
四
五
年

・｢

地
上
の
富｣

『

週
刊
朝
日』

一
月
二
一
日

・｢

大
空
の
五
つ
星｣

『

週
刊
少
国
民』

五
月
二
七
日
〜
未
完

・｢

成
瀬
南
平
の
行
状｣
『

毎
日
新
聞』

七
月
一
四
日
〜
七
月
二
八
日

・｢

沈
黙
の
島｣

『

月
刊
毎
日』

八
月

こ
れ
ら
十
一
作
品
は
、
い
ず
れ
も
作
品
の
舞
台
と
し
て
戦
時
中
と
い
う
時

局
が
強
く
意
識
さ
れ
た
も
の
と
い
え
る
。
ま
た
、
こ
れ
ら
の
作
品
は

｢

誰
の

戦
争
か｣

を
除
き
、
い
ず
れ
も
単
行
本
と
し
て
刊
行
さ
れ
た
こ
と
は
確
認
で

き
な
い
。
さ
ら
に
、
こ
れ
ら
の
作
品
中
、
先
に
確
認
し
た
作
品
集
に
収
め
ら

れ
て
い
る
の
は

｢

空
襲
奇
談｣

一
篇
の
み
で
あ
る
。
ま
た
、｢

空
襲
奇
談｣

は
一
九
七
二
年
新
潮
社
版

『

石
川
達
三
作
品
集』

に
初
め
て
収
録
さ
れ
て
お

り
、
八
雲
書
店
版

『

石
川
達
三
選
集』

お
よ
び
一
九
五
九
年
新
潮
社
版

『

石

川
達
三
作
品
集』

に
は
収
録
さ
れ
て
い
な
い
。

も
う
一
点
特
に
注
目
す
べ
き
は
、｢

地
上
の
富｣

と
い
う
作
品
で
あ
る
。

一
九
四
五
年
に
発
表
さ
れ
た

｢

地
上
の
富｣

は
単
行
本
化
も
、
作
品
集
へ
の

収
録
も
確
認
で
き
な
い
。
し
か
し
、
戦
後
の
一
九
五
三
年
一
月
一
日
よ
り
同

名
の

｢

地
上
の
富｣

と
い
う
小
説
が
、
石
川
に
よ
り

『

北
海
道
新
聞』

は
じ

め
、
そ
の
他
い
く
つ
か
の
地
方
紙
で
連
載
さ
れ
た
。
こ
の
二
つ
の
小
説
の
内

容
は
全
く
異
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。
戦
後
に
発
表
さ
れ
た

｢

地
上
の
富｣

は
、

一
九
五
三
年
九
月
に
新
潮
社
か
ら
文
庫
本
と
し
て
刊
行
さ
れ
、
さ
ら
に
一
九

七
二
年
新
潮
社
版

『

石
川
達
三
作
品
集』

に
収
め
ら
れ
て
い
る
。

以
下
で
は
、｢

空
襲
奇
談｣

、｢

地
上
の
富｣

の
二
つ
の
小
説
に
注
目
し
て
、

こ
れ
ら
の
作
品
が
収
録
さ
れ
た
／
さ
れ
な
か
っ
た
作
品
集
の
刊
行
が
、
石
川

の
評
価
の
形
成
に
ど
の
よ
う
に
影
響
を
与
え
た
の
か
を
考
察
し
て
ゆ
く
。

二
、
空
襲
奇
談

｢

空
襲
奇
談｣

は
、｢

反
枢
軸
側
の
某
国｣

が
発
明
し
た
、
無
人
で
飛
行
す

る

｢

新
鋭
爆
撃
機｣

を
め
ぐ
る
寓
話
で
あ
る
。
無
人
で
自
動
飛
行
す
る
爆
撃

機
が
量
産
さ
れ
、｢

枢
軸
側
の
艦
船
を
次
か
ら
次
へ
と
撃
沈｣

し
、｢

反
枢
軸

国
は
近
き
将
来
の
戦
勝
を
期
待
し
て
有
頂
天
に｣

な
る
。
す
る
と
、｢

人
心

は
弛
緩
し
、
敵
愾
心
は
喪
失
さ
れ｣

、
工
員
た
ち
は
シ
ャ
ン
パ
ン
や
ビ
ー
ル

を
飲
み
な
が
ら
爆
撃
機
の
組
み
立
て
を
行
い
、
司
令
官
た
ち
は
ご
馳
走
を
食

べ
、
宴
会
を
し
な
が
ら
爆
撃
機
の
帰
還
を
待
つ
よ
う
に
な
る
。
そ
し
て
、
工

員
た
ち
が

｢

な
ま
酔
い
の
鼻
歌
ま
じ
り
で
い
い
加
減
な
仕
事
を
や
っ
た
た
め
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に
、｣

製
造
し
た
爆
撃
機
の
大
半
は
故
障
機
と
な
り
、
爆
撃
機
は
敵
艦
隊
を

爆
撃
す
る
こ
と
な
く
、
反
枢
軸
側
の
工
場
を
爆
撃
し
て
し
ま
う
。
以
上
が

｢

空
襲
奇
談｣

の
梗
概
で
あ
る
。

こ
の
ご
く
短
い
小
説
は
、
日
本
文
学
報
国
会
の
機
関
紙
で
あ
る

『

文
学
報

国』
(

一
九
四
四
・
一
〇
・
二
〇)

に
発
表
さ
れ
た
。

久
保
田
正
文
は
こ
の
小
説
を

｢

作
者
の
文
明
批
評
家
的
知
性
の
発
揮
さ
れ

た
作
品｣

の
一
つ
と
し
て
数
え
て
い
る

(

�)

。
ま
た
、
河
原
理
子
は

｢

戦
争
の
ば

か
ら
し
さ
を
、
笑
い
に
包
ん
で
示
し
、
科
学
技
術
万
能
信
仰
に
疑
問
を
呈
し

て
い
る｣

作
品
で
あ
る
と
の
解
釈
を
示
し
て
い
る

(

�)

。
こ
の
よ
う
に
科
学
技
術

万
能
信
仰
へ
の
批
判
と
い
う
解
釈
が
存
在
す
る
一
方
で
、
銃
後
の
国
民
に
向

け
て
の
戦
意
高
揚
こ
そ
が
こ
の
作
品
の
主
題
で
あ
る
と
す
る
解
釈
も
存
在
す

る
。呉

恵
升
は

｢

空
襲
奇
談｣

と
同
時
期
に
発
表
さ
れ
た
石
川
の
論
説

｢

制
勝

の
鍵
・
総
努
力

各
自
の
持
場
に
隘
路
は
な
い
か｣
を
参
照
し

(

�)

、
当
時
の
石

川
が

｢｢

制
勝｣

す
る
た
め
に
は
一
人
一
人
各
自
の
任
務
を
完
遂
せ
よ
と
呼

び
か
け
て
い
る｣

こ
と
を
確
認
す
る

(

�)

。
そ
の
よ
う
な
文
脈
に
照
ら
し
て

｢

空

襲
奇
談｣

を
読
む
と
、｢

い
い
加
減
な
仕
事
を
し
て
い
た
〈
民
衆
〉
側
の
ミ

ス

(

＝
隘
路)

に
警
鐘
を
な
ら
し
、
批
判
の
矢
を
向
け
て
い
る｣

小
説
と
解

釈
す
る
こ
と
が
で
き
、｢

銃
後
の
国
民
に
向
け
て
、
各
自
の
〈
戦
争
協
力
〉

を
反
省
さ
せ
よ
う
と
す
る
意
図
を
持
っ
て
い
た
小
説
、
と
考
え
る
方
が
当
時

の
状
況
を
考
え
て
自
然
で
あ
る｣

と
論
じ
る
。

｢

空
襲
奇
談｣

の
テ
ク
ス
ト
で
は
、
具
体
的
な
数
値
が
た
び
た
び
描
写
さ

れ
る
。
特
に
具
体
的
な
時
間
の
描
写
は
多
く
見
ら
れ
、
た
と
え
ば

｢

三
十
秒｣

後
の
爆
撃
機
の
帰
還
を
予
期
す
る
科
学
者
と
、
そ
の

｢

二
十
五
秒｣

後
に
機

影
を
現
す
爆
撃
機
の
様
子
や
、
新
鋭
爆
撃
機
を
も
っ
て
す
れ
ば

｢

二
時
間
以

内
に
大
戦
果
が
あ
が
る
は
ず｣

が
、｢

二
時
間
二
〇
分｣

を
経
過
し
て
も
一

機
だ
け
し
か
帰
還
し
な
い
様
子
な
ど
が
描
か
れ
て
い
る
。

具
体
的
な
年
月
や
分
数
な
ど
を
描
写
す
る
こ
と
で
、
作
中
で
は
時
間
経
過

が
印
象
的
に
表
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
描
写
に
は
、
新
鋭
爆
撃
機
の
速

さ
や
、
新
鋭
機
導
入
に
よ
っ
て
成
果
を
得
る
ま
で
の
時
間
が
短
縮
さ
れ
た
こ

と
、
自
動
化
に
よ
り
飛
行
時
間
が
高
い
精
度
で
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
可
能
に
な
っ

た
こ
と
な
ど
、
最
新
技
術
の
恩
恵
を
強
調
し
て
読
者
に
印
象
付
け
る
働
き
が

あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
物
語
の
終
盤
で
は
、
故
障
し
た
新
鋭
機
に

よ
り
被
る
大
損
害
が
描
か
れ
る
こ
と
で
、
結
局
は
最
新
の
技
術
や
、
そ
れ
が

も
た
ら
す
恩
恵
は
否
定
さ
れ
る
。

石
川
は
戦
中
か
ら
戦
後
に
か
け
て
、
一
貫
し
て
交
通
機
関
が
高
速
化
し
て

ゆ
く
こ
と
に
対
す
る
懐
疑
を
表
明
し
て
い
る
。
一
九
三
九
年
に
石
川
が
発
表

し
た
小
説

｢

交
通
機
関
に
就
い
て
の
私
見

(

�)｣

で
は
以
下
の
よ
う
な
記
述
が
あ

る
。

交
通
機
関
の
発
達
は
人
類
に
多
大
な
幸
福
を
も
た
ら
し
た
と
諸
君
は

考
え
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
ら
ば
僕
は
問
う
、
そ
の
幸
福
と
は
如
何
な
る

も
の
で
あ
る
か
、
と
。(

中
略)

幸
福
も
殖
え
た
か
も
知
れ
な
い
。
し

か
し
よ
り
多
く
の
不
幸
が
殖
え
た
の
で
あ
る
。
先
ず
考
え
て
見
る
が
い

い
。
交
通
事
故
と
い
う
も
の
は
昔
は
無
か
っ
た
の
で
あ
る
。(

中
略)

丹
那
ト
ン
ネ
ル
は
人
類
の
不
幸
の
象
徴
で
あ
る
。
数
千
万
金
を
投
じ
、

数
十
の
人
命
を
犠
牲
に
し
、
数
年
の
日
子
を
費
や
し
て
、
丹
那
ト
ン
ネ

ル
を
切
り
開
か
な
く
て
は
な
ら
な
か
っ
た
こ
と
こ
そ
、
吾
等
現
代
人
の

悲
劇
で
あ
る
。
得
る
と
こ
ろ
は
何
で
あ
っ
た
か
。
大
阪
ま
で
一
時
間
半

ほ
ど
早
く
行
け
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
一
時
間
半
が
重
大
問
題

―��―
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で
あ
る
と
こ
ろ
に
僕
ら
の
重
大
問
題
が
あ
る
の
だ
。
現
代
人
は
時
間
に

追
い
つ
め
ら
れ
て
し
ま
っ
た
。

｢

交
通
機
関
に
就
い
て
の
私
見｣

は
石
川
本
人
の
経
験
を
基
に
書
か
れ
た

作
品
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
が
、
あ
く
ま
で
小
説
で
あ
り
、
語
り
手
の
思
想
を

安
易
に
石
川
本
人
の
思
想
と
み
な
す
こ
と
は
出
来
な
い
。
し
か
し
、
石
川
は

戦
後
に
書
か
れ
た
エ
ッ
セ
イ

｢

私
の
少
数
意
見

(

�)｣

に
お
い
て
も
、
次
の
よ
う

に
交
通
機
関
の
速
力
に
つ
い
て
懐
疑
を
示
し
て
い
る
。

私
は
か
ね
が
ね
、
交
通
機
関
の
速
力
と
い
う
こ
と
に
疑
問
を
も
っ
て

い
る
。
欧
米
諸
国
へ
半
日
か
一
日
で
行
か
れ
る
と
い
う
の
は
、
明
ら
か

に
便
利
に
は
違
い
な
い
が
、
一
体
文
明
人
は
究
極
の
と
こ
ろ
ど
れ
だ
け

の
速
さ
を
要
求
す
る
の
か
。
ロ
ン
ド
ン
ま
で
二
日
で
は
足
り
な
い
と
い

う
の
な
ら
ば
、
一
日
で
よ
ろ
し
い
の
か
。
半
日
を
要
求
す
る
の
か
。
そ

れ
と
も
一
、
二
時
間
で
は
な
く
て
は
困
る
と
い
う
の
か
。(

中
略)

会
社
は
速
力
と
い
う
も
の
を
唯
一
の
魅
力
に
し
て
客
を
誘
い
、
一
方

で
は
客
に
多
大
の
危
険
を
負
担
さ
せ
て
い
る
。
ち
か
ご
ろ
各
地
で
起
こ
っ

て
い
る
航
空
事
故
の
大
量
殺
人
は
、
す
べ
て
速
力
の
犠
牲
で
あ
り
、
飛

行
機
会
社
の
自
由
競
争
の
犠
牲
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
記
述
か
ら
、
石
川
は
速
力
を
増
し
て
い
く
交
通
機
関
に
か
な
り

否
定
的
な
考
え
を
一
貫
し
て
持
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
が
わ
か
る
。
爆
撃
機

は
交
通
機
関
と
は
言
え
な
い
か
も
し
れ
な
い
が
、
速
力
を
備
え
て
い
る
点
、

事
故
に
よ
り
人
命
に
損
害
を
与
え
る
リ
ス
ク
が
あ
る
点
、
速
力
の
向
上
に
よ

り
移
動
や
敵
機
爆
撃
な
ど
の
成
果
が
よ
り
短
い
時
間
で
得
ら
れ
る
よ
う
に
な

る
と
い
う
点
な
ど
で
、
両
者
は
共
通
し
て
い
る
。
石
川
の
交
通
機
関
の
速
力

へ
の
批
判
は
、｢

空
襲
奇
談｣

の
爆
撃
機
に
も
向
け
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
思

わ
れ
る
。
少
な
く
と
も
、｢

空
襲
奇
談｣

を
科
学
技
術
万
能
信
仰
へ
の
批
判

の
物
語
で
あ
る
と
主
張
す
る
読
者
は
、
こ
こ
で
確
認
し
た
よ
う
な
石
川
の
文

明
へ
の
懐
疑
と
、｢

空
襲
奇
談｣

を
結
び
付
け
て
解
釈
し
て
い
る
と
い
え
る

で
あ
ろ
う
。

久
保
田
や
河
原
は
こ
の
よ
う
に
、｢

空
襲
奇
談｣

を
科
学
技
術
や
文
明
の

進
歩
が
破
滅
を
も
た
ら
す
物
語
と
し
て
捉
え
た
。
一
方
、
呉
は
弛
緩
し
た
人

心
が
破
滅
を
も
た
ら
す
物
語
と
し
て
、
こ
の
作
品
を
捉
え
て
い
る
と
い
う
こ

と
が
で
き
る
。

｢

空
襲
奇
談｣

で
は
、
故
障
機
が
敵
艦
隊
を
爆
撃
せ
ず
、
工
場
を
全
壊
焼

失
さ
せ
た
責
任
に
つ
い
て
、｢

責
任
は
司
令
官
に
は
な
か
っ
た
こ
と
が
判
明

し
た
。(

中
略)

工
場
の
組
立
工
員
が
な
ま
酔
い
の
鼻
唄
ま
じ
り
で
い
い
加

減
な
仕
事
を
や
っ
た
た
め
に
、
計
ら
ず
も
大
変
な
故
障
機
を
造
っ
て
い
た
の

で
あ
る
。｣

と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
損
害
の
原
因
は
、
新
鋭
機
を
開
発
し
た

科
学
者
で
は
な
く
、
新
鋭
機
の
導
入
や
運
用
の
責
任
が
あ
る
大
統
領
や
司
令

官
で
も
な
く
、
末
端
の
組
立
工
員
に
あ
る
と
説
明
さ
れ
る
。
ま
た
、｢

爆
撃

で
手
足
を
も
ぎ
取
ら
れ
て
し
ま
っ
た
工
員
た
ち｣

自
身
も

｢

身
か
ら
出
た
錆

だ
…
…｣

と
小
さ
な
声
で
つ
ぶ
や
く
。
こ
の
よ
う
に
、
末
端
の
工
員
た
ち
の

責
任
が
強
調
さ
れ
た
記
述
に
注
目
す
る
と
、
弛
緩
し
た
銃
後
の
人
々
の
気
持

ち
が
破
滅
を
も
た
ら
す
物
語
と
解
釈
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
の
よ
う
に

｢

空
襲
奇
談｣

で
は
、
技
術
の
高
度
化
に
よ
っ
て
新
た
に
生

じ
る
危
険
性
を
顧
み
ず
、
や
み
く
も
に
新
技
術
を
導
入
す
る
こ
と
へ
の
批
判

と
、
い
い
加
減
な
労
働
を
行
い
、
戦
争
遂
行
に
損
害
を
与
え
て
し
ま
う
よ
う

な
民
衆
へ
の
批
判
が
二
重
に
展
開
さ
れ
て
い
る
と
い
え
る
。
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｢

空
襲
奇
談｣

は
、
科
学
技
術
万
能
信
仰
へ
の
批
判
と
い
う
要
素
と
、
銃

後
の
国
民
に
向
け
て
の
戦
意
高
揚
と
い
う
要
素
の
両
方
が
含
ま
れ
た
テ
ク
ス

ト
で
あ
り
、
ど
ち
ら
が
正
し
い
解
釈
か
を
検
討
す
る
こ
と
に
は
あ
ま
り
意
味

が
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
久
保
田
の
よ
う
に
、
文
明
批
評
家
た
る
石
川
の

作
品
と
し
て

｢
空
襲
奇
談｣

を
読
む
と
科
学
技
術
万
能
信
仰
へ
の
批
判
と
い

う
主
題
を
見
出
す
。
一
方
呉
の
よ
う
に
、
戦
争
協
力
者
た
る
石
川
の
作
品
と

し
て

｢

空
襲
奇
談｣

を
読
む
と
戦
意
高
揚
と
い
う
主
題
を
見
出
す
。
つ
ま
り
、

作
品
を
ど
の
よ
う
な
文
脈
に
お
い
て
受
容
す
る
か
で
そ
の
解
釈
は
大
き
く
異

な
る
。

｢

空
襲
奇
談｣

は
、
戦
時
中
に
お
け
る
石
川
の
戦
争
協
力
的
言
説
を
、
読

者
が
濃
厚
に
記
憶
し
て
い
る
う
ち
に
は
改
め
て
公
開
さ
れ
な
か
っ
た
。
そ
し

て
、
戦
後
三
〇
年
ほ
ど
経
過
し
、
石
川
に
対
す
る

｢

社
会
派
作
家｣

と
し
て

の
評
価
が
定
着
し
て
き
た
タ
イ
ミ
ン
グ
で
、｢
文
明
批
評
家
的
知
性｣

を
有

し
た
作
者
の
作
品
の
一
つ
と
し
て
一
九
七
二
年
新
潮
社
版

『

石
川
達
三
作
品

集』

に
並
べ
ら
れ
た
。

当
初
戦
意
高
揚
の
目
的
の
も
と
発
表
さ
れ
た

｢

空
襲
奇
談｣
は
、
一
九
七

二
年
新
潮
社
版

『

石
川
達
三
作
品
集』

で
初
め
て
再
公
開
さ
れ
た
こ
と
に
よ

り
、
文
明
批
判
の
作
品
と
し
て
読
み
替
え
ら
れ
た
の
で
あ
っ
た
。

三
、
地
上
の
富

『

週
刊
朝
日』

一
九
四
五
年
一
月
二
一
日
号
に
発
表
さ
れ
た

｢

地
上
の
富｣

(

以
下

『

週
刊
朝
日』

版

｢

地
上
の
富｣

と
呼
ぶ
。)

に
は
、｢

金
持｣

で

｢

け
ち
ん
ぼ
な｣

な
山
室
と
、｢

金
よ
り
も
物｣

と
い
う
考
え
か
ら

｢

何
で
も

か
ん
で
も
買
ひ
溜
め｣

る
荒
井
、｢

温
厚
で
親
切
で
人
望
の
あ
る｣

水
野
の

三
人
が
登
場
す
る
。
あ
る
と
き
の
空
襲
で
三
人
の
家
は
三
軒
と
も
燃
え
て
し

ま
う
。
山
室
と
荒
井
は
日
ご
ろ
の
行
い
か
ら
家
屋
や
生
活
の
た
て
直
し
に
窮

す
る
が
、
水
野
は
日
ご
ろ
世
話
を
し
て
い
た
近
所
の
人
々
に
助
け
ら
れ
、

｢

ほ
と
ん
ど
失
ふ
も
の
無
し
に
、
前
よ
り
も
少
し
立
派
な
歯
科
医
院
を
僅
か

一
箇
月
後
に
開
く
こ
と
が
で
き
た｣

の
だ
っ
た
。
そ
し
て
小
説
は
以
下
の
よ

う
に
締
め
く
く
ら
れ
る
。

山
室
さ
ん
は
金
だ
と
い
つ
た
。
荒
井
さ
ん
は
金
で
は
な
い
、
物
だ
と
い

つ
た
。
し
か
し
金
に
し
ろ
物
に
し
ろ
、
そ
れ
ら
に
執
着
す
る
の
は
た
ゞ

自
分
一
個
の
幸
福
に
執
着
す
る
こ
と
に
他
な
ら
な
か
つ
た
。
天
か
ら
降

つ
て
来
る
敵
の
爆
弾
は
気
ま
ぐ
れ
だ
。
こ
の
爆
弾
に
対
し
て
は
、
自
分

一
人
で
自
分
の
身
を
守
り
切
れ
る
も
の
で
は
な
か
つ
た
。
恰
も
天
災
が

個
人
の
力
で
防
ぎ
き
れ
な
い
や
う
に
、
敵
の
爆
弾
を
防
ぐ
に
も
、
時
局

の
艱
難
を
乗
り
切
る
に
も
、
自
分
一
個
の
力
で
出
来
る
も
の
で
は
な
か

つ
た
の
だ
。
結
局
金
で
も
な
く
、
物
で
も
な
く
、
本
当
に
頼
り
に
な
る

も
の
は
協
力
で
あ
り
国
民
結
束
の
力
で
あ
つ
た
の
だ

。

以
上
が

『

週
刊
朝
日』

版

｢

地
上
の
富｣

の
梗
概
で
あ
る
。

一
方
、
戦
後
に
発
表
さ
れ
た

｢

地
上
の
富｣

(

以
下
戦
後
版

｢

地
上
の
富｣

と
呼
ぶ
。)

で
は
、
い
わ
ゆ
る
朝
鮮
特
需
が
起
こ
る
中

｢

平
和
産
業
か
軍
需

生
産
か｣

で
揺
れ
る
遠
藤
農
機
株
式
会
社
と
、
そ
の
社
長
で
あ
る
遠
藤
頼

平
一
家
の
動
揺
が
描
か
れ
て
い
る
。
頼
平
の
娘
で
あ
る
戦
争
未
亡
人
の
多
恵

子
は
、
小
学
二
年
生
の
息
子
洋
平
と
共
に
実
家
で
暮
ら
し
、
父
親
の
会
社
で

会
計
係
と
し
て
勤
め
て
い
る
。
多
恵
子
は
夫
修
太
郎
の
戦
死
に
よ
り
婚
家
を

追
わ
れ
、
盗
み
を
働
か
な
け
れ
ば
生
き
て
い
け
な
い
状
況
を
経
験
し
た
こ
と
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に
よ
り
、｢

こ
の
世
間
か
ら
馬
鹿
に
さ
れ
な
い
よ
う
に
、
立
派
に
生
き
て
行

く
た
め
に
は
、
金
が
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
金
さ
え
あ
れ
ば
い
い
の
だ｣

と

金
に
執
着
し
、
頑
な
に
貯
金
に
励
む
女
性
と
し
て
描
か
れ
る
。

あ
る
日
、
多
恵
子
は
軍
隊
で
修
太
郎
と
か
か
わ
り
の
あ
っ
た
復
員
兵
と
の

会
話
を
通
し
、｢
愛
情
の
う
す
い｣

と
思
っ
て
い
た
夫
か
ら
の
深
い
愛
情
に

気
づ
く
。
さ
ら
に
、
復
員
兵
の

｢

物
質
じ
ゃ
あ
り
ま
せ
ん
、
愛
で
す
。
い
ま

の
よ
う
な
混
沌
た
る
時
代
に
は
、
物
質
上
の
幸
福
な
ど
と
い
う
も
の
は
、
頼

り
に
な
ら
ん
で
す
。
愛
の
力
だ
け
が
、
わ
れ
わ
れ
の
、
こ
の
落
ち
ぶ
れ
た
魂

と
、
生
命
と
を
支
え
て
く
れ
ま
す
。｣

と
い
う
言
葉
を
き
っ
か
け
に
、
多
恵

子
の
金
銭
へ
の
執
着
は
薄
れ
て
ゆ
く
。

戦
後
版

｢

地
上
の
富｣

は
、『

北
海
道
新
聞』

に
一
九
五
三
年
一
月
一
日

か
ら
五
月
一
六
日
に
か
け
て
連
載
さ
れ
た
。
ま
た
、
そ
の
他
い
く
つ
か
の
地

方
新
聞
に
お
い
て
も
連
載
さ
れ
て
い
た
。
物
語
に
は
｢

昭
和
二
十
六
―
七
年

段
階
に
お
け
る
日
本
の
経
済
的
・
政
治
的
状
況｣
が
反
映
さ
れ
て
お
り
、

｢

朝
鮮
戦
争
の
不
安
定
な
収
束
段
階
に
お
け
る
、
日
本
の
中
小
企
業
の
戸
惑

い
と
混
乱｣

が
映
し
出
さ
れ
て
い
る

(

�)

。
そ
し
て
、
そ
の
よ
う
な
社
会
情
勢
の

な
か
で
生
き
る
人
間
の
幸
福
に
焦
点
が
当
て
ら
れ
た
作
品
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

こ
れ
ら
二
つ
の

｢

地
上
の
富｣

は
、
設
定
や
話
の
筋
が
異
な
っ
て
お
り
、

全
く
別
の
小
説
で
あ
る
。
し
か
し
、
題
名
と
、
根
幹
に
あ
る
テ
ー
マ
は
共
通

し
て
い
る
と
い
え
る
。
石
川
は
、
戦
後
版

｢

地
上
の
富｣

の
題
名
に
つ
い
て

｢｢

地
上
の
富｣

は
言
う
ま
で
も
な
く
聖
書

(

山
上
の
垂
訓

(

�))

か
ら
取
っ
た
題

名
で
あ
る
。(

な
ん
ぢ
ら
己
が
た
め
に
財
宝
を
地
に
積
む
な
、
こ
こ
は
虫
と

錆
と
が
損
ひ
、
盗
人
う
が
ち
て
盗
む
な
り)｣

と
述
べ
て
い
る

(

�)

。
こ
の

｢

財

宝
を
地
に
積
む｣

す
な
わ
ち
財
産
を
貯
え
る
こ
と
を
戒
め
る
と
い
う
テ
ー
マ

は
、『

週
刊
朝
日』

版

｢

地
上
の
富｣

か
ら
も
読
み
取
れ
る
。
石
川
は

｢

山

上
の
垂
訓｣

を
モ
チ
ー
フ
に
、
全
く
同
じ
題
名
の
小
説
を
戦
中
と
戦
後
の
二

度
に
わ
た
り
発
表
し
た
と
い
う
こ
と
が
い
え
る
。

財
産
を
貯
え
る
こ
と
が
最
も
重
要
な
の
で
は
な
い
、
と
い
う
こ
と
は
両
方

の

｢

地
上
の
富｣

で
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
蓄
財
で
な
け
れ
ば
何
が

最
も
重
要
な
の
か
、
と
い
う
結
論
に
つ
い
て
は
、
二
つ
の

｢

地
上
の
富｣

で

異
な
っ
て
い
る
。『

週
刊
朝
日』

版

｢

地
上
の
富｣

で
は
、｢

敵
の
爆
弾
を
防

ぐ｣

た
め
、
ま
た
、｢

時
局
の
艱
難
を
乗
り
切
る｣

た
め
に
は
、｢

協
力
で
あ

り
国
民
結
束
の
力｣

こ
そ
が
重
要
で
あ
る
と
結
論
づ
け
て
い
る
。
そ
し
て
、

｢

自
分
一
個
の
幸
福
に
執
着
す
る
こ
と｣

は
咎
め
ら
れ
る
。
一
方
、
戦
後
版

｢

地
上
の
富｣

で
は
、
個
人
的
な

｢

幸
福｣

の
た
め
に
は
、｢

愛｣

こ
そ
が
重

要
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
読
み
取
れ
る
。

二
つ
の

｢

地
上
の
富｣

は
、
題
名
や
そ
の
モ
チ
ー
フ
こ
そ
共
有
し
て
い
る

も
の
の
、
小
説
か
ら
読
み
取
れ
る
ロ
ジ
ッ
ク
に
は
根
本
的
な
相
違
が
存
在
す

る
。

『

週
刊
朝
日』

版

｢

地
上
の
富｣

は
、
呉
に
指
摘
さ
れ
る
ま
で
存
在
が
埋

も
れ
て
い
た
作
品
の
一
つ
で
あ
る
。
ま
た
、
戦
後
版

｢

地
上
の
富｣

に
つ
い

て
も
、
管
見
の
限
り
こ
の
作
品
に
言
及
し
た
同
時
代
評
や
先
行
研
究
は
確
認

で
き
な
い
。
一
九
七
二
年
新
潮
社
版

『

石
川
達
三
作
品
集』

に
は
、
戦
後
版

｢

地
上
の
富｣

に
つ
い
て
久
保
田
正
文
に
よ
る
解
題
が
収
録
さ
れ
て
い
る
が
、

そ
こ
で
は

『

週
刊
朝
日』

収
録

｢

地
上
の
富｣

に
つ
い
て
一
切
触
れ
ら
れ
て

い
な
い
。

読
者
が
二
つ
の

｢

地
上
の
富｣

を
ど
の
よ
う
に
受
け
入
れ
た
の
か
、
と
い

う
こ
と
に
関
し
て
は
現
段
階
で
は
不
明
な
点
が
多
い
。
し
か
し
、
一
九
七
二

年
新
潮
社
版

『
石
川
達
三
作
品
集』

や
入
手
可
能
な
単
行
本
な
ど
を
中
心
に
、

石
川
作
品
を
受
容
す
る
現
代
の
読
者
に
と
っ
て
、
石
川
達
三
の

｢

地
上
の
富｣

―��―
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と
い
え
ば
、
そ
れ
は
す
な
わ
ち
戦
後
版

｢

地
上
の
富｣

を
意
味
す
る
で
あ
ろ

う
。以

前
に
発
表
し
た
小
説
と
全
く
同
じ
題
名
、
同
じ
モ
チ
ー
フ
の
作
品
を
、

全
く
別
の
小
説
と
し
て
書
き
直
す
と
い
う
行
為
か
ら
は
、
戦
時
中
の
作
品
の

忘
却
と
い
う
石
川
の
願
望
が
表
れ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
も
し
石
川
が

『

週
刊
朝
日』

収
録
の

｢

地
上
の
富｣

を
自
身
の
作
品
の
一
つ
と
し
て
受
け

入
れ
て
い
た
の
で
あ
れ
ば
、
何
の
断
り
も
な
し
に
全
く
同
じ
題
名
の
小
説
を

上
書
き
す
る
と
い
う
よ
う
な
こ
と
は
考
え
ら
れ
な
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

お
わ
り
に

以
上
、
本
稿
で
は
太
平
洋
戦
争
開
戦
か
ら
終
戦
ま
で
に
発
表
さ
れ
た
石
川

の
小
説
に
つ
い
て
、
作
品
集
へ
の
収
録
状
況
に
着
目
し
て
考
察
を
行
っ
た
。

こ
の
期
間
に
発
表
さ
れ
た
戦
時
色
の
強
い
作
品
の
ほ
と
ん
ど
が
作
品
集
に
収

め
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
は
、
そ
れ
ら
の
作
品
の
忘
却
を
促
す
要
因
と
な
っ
た

と
い
え
る
。

太
平
洋
戦
争
中
に
発
表
さ
れ
た
小
説
で
唯
一
作
品
集
に
収
録
さ
れ
て
い
る

｢

空
襲
奇
談｣

は
、
初
出
時
に
は
戦
意
高
揚
を
目
的
と
し
た
作
品
と
し
て
受

け
入
れ
ら
れ
た
。
し
か
し
、
一
九
七
三
年
に

｢

文
明
批
評
家
的
知
性｣

を
有

し
た

｢

社
会
派
作
家｣

の
作
品
の
一
つ
と
し
て
作
品
集
に
並
べ
ら
れ
る
こ
と

で
、
科
学
技
術
批
判
の
作
品
と
し
て
読
み
替
え
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

戦
争
協
力
に
積
極
的
に
加
担
し
て
い
た
側
面
を
覆
い
隠
す
た
め
に
、
編
集

者
ま
た
は
石
川
自
身
が
作
品
集
の
編
纂
を
お
こ
な
っ
た
と
決
め
つ
け
る
の
は

早
計
で
あ
る
。
し
か
し
、｢

地
上
の
富｣

を
上
書
き
し
た
石
川
の
態
度
か
ら

は
、
戦
争
協
力
に
加
担
し
た
自
身
の
作
品
が
忘
却
さ
れ
る
こ
と
を
望
む
姿
勢

が
窺
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
ま
た
、
一
九
五
一
年
頃
の
社
会
情
勢
が

書
き
込
ま
れ
た
戦
後
版

｢

地
上
の
富｣

は
、『

週
刊
朝
日』

版
の
も
の
と
比

べ
る
と
、
よ
り

｢

社
会
派｣

的
色
合
い
が
濃
い
作
品
で
あ
る
と
い
え
る
。

｢

社
会
派
作
家｣

と
し
て
、
文
明
や
権
力
へ
の
抗
議
、
抵
抗
を
行
う
姿
勢

を
押
し
出
す
ほ
ど
に
、
一
見
そ
れ
と
矛
盾
す
る
戦
時
中
の
国
策
に
沿
っ
た
内

容
の
小
説
や
言
説
は
存
在
感
を
弱
め
て
い
っ
た
。｢

社
会
派
作
家｣

と
し
て

石
川
を
売
り
出
そ
う
と
す
る
出
版
社
の
意
図
や
、｢

社
会
派
作
家｣

た
る
石

川
の
矜
持
が
、
そ
の
戦
時
中
の
作
品
や
言
説
を
忘
却
に
向
か
わ
せ
た
と
も
い

え
る
か
も
し
れ
な
い
。

【

注
】

(

１)
『

星
座』

創
刊
号

(

一
九
三
五
・
四)

(

２)
『

中
央
公
論』

五
三
巻
三
号

(

一
九
三
八
・
三)

(

３)

前
編：

『

毎
日
新
聞』

(

一
九
四
九
・
四
・
一
五
〜
一
九
五
一
・
三
・

一
〇)

後
編：

『

毎
日
新
聞』

(

一
九
五
〇
・
七
・
一
一
〜
一
九
五
一
・
三
・
一
〇)

(

４)
『

朝
日
新
聞』

(

一
九
五
七
・
八
・
二
三
〜
一
九
五
九
・
四
・
一
二)

(

５)
｢

石
川
・
大
佛
氏
ら
に

菊
池
寛
賞｣

『

朝
日
新
聞』

朝
刊

(

一
九
六

九
・
一
〇
・
一
四)

(
６)

川
上
勉

｢

は
じ
め
に｣

『

石
川
達
三
昭
和
の
時
代
の
良
識』

萌
書
房

(
二
〇
一
六)

�
頁

(

７)
前
掲
６

�
頁

(

８)
｢

石
川
達
三
氏
、
反
骨
・
信
念
貫
い
た
生
涯
社
会
の
不
正
に
激
し
い

怒
り｣

『

朝
日
新
聞』

夕
刊

(

一
九
八
五
・
一
・
三
一)

(

９)

呉
恵
升

｢
は
じ
め
に｣

『

石
川
達
三
の
文
学
―
戦
前
か
ら
戦
後
へ
、
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｢

社
会
派
作
家｣

の
軌
跡』

ア
ー
ツ
ア
ン
ド
ク
ラ
フ
ツ(

二
〇
一
九)

三
頁

(
10)

呉
恵
升

｢

戦
時
下
に
お
け
る

｢

戦
争
協
力｣

(

一)

―
日
本
文
学
報

国
会
を
中
心
と
し
た

｢

文
芸
銃
後
運
動｣

と
の
関
わ
り
を
軸
に｣

『

石
川

達
三
の
文
学
―
戦
前
か
ら
戦
後
へ
、｢

社
会
派
作
家｣

の
軌
跡』

ア
ー
ツ

ア
ン
ド
ク
ラ
フ
ツ

(

二
〇
一
九)

一
四
六
頁

(

11)

前
掲
10

一
一
八
〜
一
二
九
頁

(

12)

呉
の
作
品
リ
ス
ト
に
は

｢

風
樹｣

(『

東
京
日
日
新
聞』

一
九
四
一
年

九
月
一
日
〜
一
二
月
一
〇
日)

、｢

遺
書｣

(『

毎
日
新
聞』

一
九
四
五
年
六

月
二
五
日
用
草
稿)

を
含
め
た
十
三
作
品
が
期
間
中
発
表
さ
れ
た
小
説
と

し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。｢

風
樹｣
は
太
平
洋
戦
争
開
戦
の
三
日
後
に
連

載
が
終
了
し
て
い
る
た
め
、｢

遺
書｣
は
当
時
未
発
表
で
あ
る
た
め
、
こ

こ
で
は
除
外
す
る
。

(

13)

久
保
田
正
文

｢

石
川
達
三
年
譜｣

『

新
・
石
川
達
三
論』

永
田
書
房

(

一
九
七
九)

二
九
一
〜
三
六
七
頁

(

14)

大
政
翼
賛
会
が
唱
え
た

｢

建
艦
献
金
運
動｣

の
一
環
と
し
て
、
日
本

文
学
報
国
会
が
編
ん
だ
ア
ン
ソ
ロ
ジ
ー
で
あ
り
、
国
民
の
戦
意
を
高
揚
す

る
よ
う
な
内
容
の
作
品
が
収
め
ら
れ
た
。
二
〇
七
名
の
作
家
が
そ
れ
ぞ
れ

原
稿
用
紙
一
枚
分
の
小
説
、
檄
文
を
寄
せ
た
。

(

15)

久
保
田
正
文

｢

解
題｣

『

石
川
達
三
作
品
集
第
二
十
三
巻

若
き
日

の
倫
理』

新
潮
社

(

一
九
七
三)

五
三
二
頁

(

16)

河
原
理
子

『

戦
争
と
検
閲

石
川
達
三
を
読
み
直
す』

岩
波
新
書

(

二
〇
一
五)

一
九
六
頁

(

17)

石
川
達
三

｢

制
勝
の
鍵
・
総
努
力

各
自
の
持
場
に
隘
路
は
な
い
か｣

『

週
刊
朝
日』

四
六
巻
一
五
号

(

一
九
四
四
・
一
〇
・
八)

(

18)

呉
恵
升

｢

戦
時
下
に
お
け
る

｢

戦
争
協
力｣

(

二)

―
二
つ
の

｢

戦

場｣

、｢

徴
用｣

か
ら
敗
戦
ま
で｣

『

石
川
達
三
の
文
学
―
戦
前
か
ら
戦
後

へ
、｢

社
会
派
作
家｣

の
軌
跡』

ア
ー
ツ
ア
ン
ド
ク
ラ
フ
ツ

(

二
〇
一
九)

一
七
〇
〜
一
七
一
頁

(

19)
『

改
造』

二
一
巻
一
二
号

(

一
九
三
九
・
一
一)

(

20)

石
川
達
三

｢

私
の
少
数
意
見
十
九

速
力
の
犠
牲
・
そ
の
他｣

『

文

芸』

六
巻
二
号

(

一
九
六
七
・
二)

(

21)

久
保
田
正
文

｢

解
題｣

『

石
川
達
三
作
品
集
第
一
〇
巻

四
十
八
歳

の
抵
抗

月
報
二
十
二』

新
潮
社

(

一
九
七
三)

三
六
七
〜
三
六
八
頁

(

22)

い
わ
ゆ
る
マ
タ
イ
伝
の
六
章
一
九
節
で
あ
る
。｢

地
上
に
富
を
積
ん

で
は
な
ら
な
い
。
そ
こ
で
は
、
虫
が
食
っ
た
り
、
さ
び
つ
い
た
り
す
る
し
、

ま
た
、
泥
棒
が
忍
び
込
ん
で
盗
み
出
し
た
り
す
る
。
富
は
、
天
に
積
み
な

さ
い
。
そ
こ
で
は
、
虫
が
食
う
こ
と
も
、
さ
び
つ
く
こ
と
も
な
く
、
ま
た
、

泥
棒
が
忍
び
込
む
こ
と
も
盗
み
出
す
こ
と
も
な
い
。
あ
な
た
の
富
の
あ
る

と
こ
ろ
に
、
あ
な
た
の
心
も
あ
る
の
だ｣

(｢

マ
タ
イ
オ
ス
に
よ
る
福
音｣

『

新
約
聖
書

共
同
訳』

財
団
法
人
日
本
聖
書
協
会(

一
九
七
八)

二
〇
頁)

(

23)

石
川
達
三

｢

作
中
人
物
の
系
譜
二
十
二｣

『

石
川
達
三
作
品
集
第
一

〇
巻

四
十
八
歳
の
抵
抗

月
報
二
十
二』

新
潮
社

(

一
九
七
三)

三
頁

【

附
記
】｢

空
襲
奇
談｣

、｢

交
通
機
関
に
就
い
て
の
私
見｣

、｢

私
の
少
数
意
見｣

、

戦
後
版

｢

地
上
の
富｣

の
本
文
引
用
は
一
九
七
二
年
新
潮
社
版

『

石
川
達

三
作
品
集』

よ
り
、『

週
刊
朝
日』

版

｢

地
上
の
富｣

の
本
文
引
用
は

『
週
刊
朝
日』

一
九
四
五
年
一
月
二
一
日
号
よ
り
行
っ
た
。

(

し
た
し
み
ず
・
く
る
み

千
葉
大
学
大
学
院
人
文
公
共
学
府
博
士
前
期
課
程
二
〇
二
四
年
修
了)
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